
※使用重機の型式が分かる写真を1枚以上撮影すること。
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5 　段切りの状況がわかる写真を３枚以上撮影し、提出すること。
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2 盛土等で埋まり見えなくなるところについては、写真管理をすること。

　盛土高が５ｍを超える場合は、５ｍごとに小段を設ける。

基礎は充分堅固な地盤に設置すること。

第４　車回し

　路面水は、水に弱い場所（危険地）へ排水しないこと。

　車両の回転できる幅で車回しを設置すること。

第５　路盤工　

保育作業路開設事業特記仕様書

路面水を処理する排水施設は、少なくとも区間延長５０ｍ程度に１ヶ所以上設け、できるだけ路面水が分
散するように設置すること。

盛土工は、地山に段切りを行った上で、１度に締固める盛土材の厚さは概ね３０ｃｍ程度を目安とし、１
層ごとに十分な締固めを行い、路体の強度を確保すること。

　土羽尻を立木掛け、ボサ（枝条等）掛けしないこと。

第２　盛土

　盛土法勾配は、 １割２分勾配とする。

　切土法勾配は、 土砂６分勾配、岩３部勾配とする。

第３　排水

第１　切土



土工時の段切りについて（砂防指定地内）

段 切

盛土の滑動防止のため必ず実施し、
施工中は写真管理をする。

土砂

1：0.8

軟岩ⅠA以上

1：0.5

1：1.5

5.0ｍを超える毎に、小段設置

盛土部

転 圧
Ｈ

Ｈ：切土法高

転 圧

30cm程度ごとに必ず転圧する。

特記仕様書









土工横断排水工ー施行方法ー土工横断排水工ー施行方法ー
木製等の横断溝は、土砂が堆積するため継続的な維持管理が必要になるが、安定した尾根部や地山への
土工による横断排水工はその維持管理を減らすことが期待でき、路面水の処理で有効な方法と考えられる。

一定勾配が続く場所や湧水がある場合に設置する
縦断勾配による横断排水工設置の目安

縦断勾配 ０～ ６％・・・１００ｍに1箇所縦断勾配 ０～ ６％・・・１００ｍに1箇所
７～１０％・・・ ５０ｍに1箇所
１１%～ ・・・ ２５ｍに1箇所
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